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平
成
ノ
大
造
営

好
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
一
・
ニ
日
の
両
日
、
平
日
で
は
あ
っ
た
が

多
く
の
氏
子
崇
敬
者
ら
で
賑
わ
う
な
か
、
恒
例
の
春
季
大
祭
が
仮

本
殿
に
て
斎
行
さ
れ
た
。

大
祭
に
先
立
ち
三
月
三
十
一
日
午
後
五
時
か
ら
総
社
地
主
祭
、

同
六
時
か
ら
は
宵
宮
祭
を
斎
行
、
翌
日
か
ら
の
大
祭
の
無
事
斎
行

が
祈
念
さ
れ
、
全
神
職
は
そ
の
夜
参
籠
し
、
心
身
と
も
に
清
浄
を

期
し
大
祭
奉
仕
に
備
え
た
。

穏
や
か
な
春
の
陽
射
し
に
包
ま
れ
た
一
日
午
前
十
一
時
、
正
服

に
威
儀
を
正
し
た
高
向
宮
ふ

司
以
下
神
職
、
氏
子
奉
幣

使
、
鎮
国
寺
住
職
、
主
基

地
方
風
俗
舞
保
存
会
々

員
、
浦
安
舞
奉
仕
者
、
総

代
等
が
斎
館
前
に
列
立
し
、

祓
舎
で
身
を
清
め
仮
本
殿

へ
と
参
進
。

高
向
宮
司
が
皇
室
の
安

泰
、
国
家
鎮
護
、
五
穀
豊

穣
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏

上
、
そ
の
後
氏
子
会
を
代

表
し
梶
谷
富
士
雄
氏
（
宗

季
大
祭

ノ百

斎
行 時

満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
犀
閲

九
十
＿
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
実
家
は
和

歌
山
県
海
南
市
の
神
社
で
あ
る
▼
＿
昨
年
、

小
野
田
さ
ん
は
宗
像
大
社
に
も
参
拝
さ

れ
て
い
る
。
当
日
は
体
調
も
決
し
て
よ
く

な
か
っ
た
が
、
参
拝
の
姿
勢
は
凛
と
し
て

い
て
、
現
役
の
陸
軍
少
尉
を
紡
彿
さ
せ
る

雰
囲
気
で
あ
っ
た
烹
近
年
、
靖
国
神
社
が

外
交
問
題
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
が
、
小
野

田
さ
ん
は
終
始
一
貫
し
て
靖
国
は
国
家
が

祀
る
べ
き
と
さ
れ
、
晩
年
は
英
霊
を
代
弁

す
る
よ
う
な
立
場
で
、
英
霊
を
祀
ら
な
い

国
家
を
恨
む
と
い
う
発
言
を
さ
れ
て
い
た

マ
戦
後
世
代
が
多
く
を
占
め
る
今
日
の
社

会
で
は
、
当
時
の
人
々
の
深
層
心
理
は
理

解
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
家
の

た
め
に
命
を
捧
げ
た
人
々
か
ら
す
れ
ば
、

今
の
状
況
は
全
く
理
解
不
能
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
T
今
や
海
外
の
靖
国
批
判
は
内
政

干
渉
ど
こ
ろ
か
、
国
家
と
し
て
の
モ
ラ
ル

も
な
い
。
本
来
、
国
際
社
会
で
は
宗
教
批

判
は
タ
ブ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
神
教
で

あ
れ
ば
大
変
な
事
態
を
招
い
て
い
る
は

ず
で
あ
る
が
、
神
道
の
よ
う
な
多
神
教
は

包
容
力
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
許
し
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
国
内

で
は
通
用
し
て
も
、
国
際
社
会
で
は
全
く

違
つ
も
の
と
な
る
マ
外
交
は
高
度
な
交
渉

が
求
め
ら
れ
る
が
、
日
本
文
化
の
垂
底
と

な
っ
て
い
る
多
様
な
価
値
観
は
、
時
と
場

合
に
よ
っ
て
は
事
態
を
複
雑
化
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
私
達
は
よ
く
理
解

し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
敬
）
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ー
像
市
朝
町
）
に
よ
り
奉
幣
詞
が
奏
一
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
[

日
一
上
さ
れ
た
。
次
い
で
、
昭
和
天
皇
[
た

曜
即
位
大
嘗
祭
に
由
来
す
る
「
主
基
一
そ
の
後
、
高
宮
、
第
二
宮
、
第
三
i

地
方
風
俗
舞
」
が
同
保
存
会
に
よ
二
呂
、
宗
像
護
国
神
社
へ
と
、
各
神
一

木

韮
＿
り
奉
納
、
更
に
は
十
二
単
を
身
に
＂
職
・
参
列
者
が
分
候
し
春
季
大
祭
＂

5
纏
っ
た
玄
海
中
学
校
女
子
生
徒
に
i
が
斎
行
さ
れ
た
。
宗
像
護
国
神
社
一

年

l
2
6
よ
り
「
浦
安
舞
」
が
優
雅
に
奉
奏
さ
」
祭
で
は
福
岡
県
護
国
神
社
田
村
豊
一

れ
、
麗
ら
か
な
神
苑
に
悠
遠
な
平
こ
彦
宮
司
を
は
じ
め
、
宗
像
・
福
津
一

成

安

□＝B
[口
戸
十
三
[
°
よ
り
j
u
[
只

□9エO
Oロ
[
[
い
[
広

~
”
.
,
.
K
勺
’
‘

二
日
祭
が
斎
行
さ
れ
、
漁
業
関
係
こ
慰
め
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
氏
子
；
｀

者
が
多
数
参
列
の
な
か
、
海
上
安
二
り
幸
福
と
恒
久
平
和
が
祈
念
さ
れ

全
、
大
漁
満
足
が
祈
念
さ
れ
た
°
[
た
゜
ま
た
同
刻
、
儀
式
殿
に
於
い
て

祭
典
後
に
は
み
あ
れ
祭
や
皇
室
へ
口
は
宗
像
大
社
交
通
安
全
講
社
祭
が

の
若
布
献
上
等
、
海
洋
神
事
に
お
二
窟
行
さ
れ
、
講
員
皆
様
の
今
年
一

け
る
功
労
者
に
対
し
、
当
大
社
よ
ニ
ヰ
の
交
通
安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。

＾
午
後
二
時
か
ら
は
、
仮
本
殿
に

て
南
坊
流
花
田
社
中
に
よ
る
献
茶

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
日
頃
か
ら
熱

心
に
茶
道
の
指
導
を
受
け
て
い
る

巫
女
の
代
表
が
御
手
前
を
披
露
し

た
。こ

れ
を
も
っ
て
三
十
一
日
の
総

社
地
主
祭
か
ら
始
ま
る
春
季
大
祭

は
盛
大
裡
に
滞
り
無
く
終
了
し

た
。

宗 MUNAKATA 屑し

各
奉
仕
者
、

表
彰
者
は
次
の
通
り

雫
呑
全
塔
·
1

梶
谷
富
士
雄
氏
（
宗
像
市
朝
町
）

罠
一
攣
．
去
．
苓
』

[
-
U
·
-

【
舞
方
】
【
歌
方
】

清
水
陽
介
石
津
典
秀

中
野
久
志
中
野
正
徳

松
井
実
菊
本
兼
二

森
勝
紀
永
島
卓
爾

年

岩
佐
静
音
（
玄
海
中
学
校
二
年
生
）

中
野
日
夢
（

白
石
愛
美
（

中
野
友
梨
奈
（

雫
全
ー
ギ
塁
杢
翠
一
塁
琴
ー
坦
蝙

河
辺
幹
夫
（
宗
像
漁
協
・
大
島
支
所
）

古
賀
健
二
（

前
田
浩
昌
（
同
・
地
ノ
島
支
所
）

奥
佳
寛
（

広
渡
紀
之
（
同
・
福
間
支
所
）

広
渡
末
夫
（
ヶ

縄
田
利
男
（
鐘
崎
漁
協
）

石
橋
敬
（
ク
）

剣
道
ー
，
大
会

四
月
六
日
、
春
季
恒
例
の
剣
道
一
約
五
時
間
に
渡
る
熱
戦
も
午
後

大
会
が
玄
海
中
学
校
体
育
館
に
て
ニ
一
時
に
は
幕
を
閉
じ
、
参
加
者
の

行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
迄
丁
小
中
学
生
は
自
分
の
力
を
出
し
切
っ

の
剣
士
た
ち
約
二
0
0
名
が
日
頃
了
た
清
々
し
い
表
情
で
体
育
館
を
後

の
練
習
の
成
果
を
競
っ
た
。
こ
に
し
た
。

午
前
九
時
の
開
会
式
に
は
、
参
一
i
凡

加
者
・
審
判
員
・
父
兄
等
多
く
の
一

人
が
体
育
館
に
集
合
し
、
大
会
に
一

先
立
ち
当
大
社
神
職
よ
り
お
祓
い
一

を
受
け
、
一
同
宗
像
大
社
を
遥
拝
一

し
た
。
そ
の
後
宗
像
居
合
道
同
好
[

会
有
志
の
有
段
者
六
名
に
よ
る
模
一

範
演
技
が
披
露
さ
れ
、
緊
張
感
の
i

あ
る
演
武
者
の
仔
ま
い
に
見
学
者
一

も
圧
倒
さ
れ
、
緊
張
の
面
持
ち
で
[

あ
っ
た
。

試
合
が
始
ま
る
と
、
日
頃
稽
古
[

で
鍛
え
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
[

掛
け
声
を
張
り
上
げ
て
相
手
に
挑
一

む
豆
剣
士
達
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
一

た
。
体
こ
そ
ま
だ
小
さ
い
も
の
の
、
~

必
死
の
形
相
で
相
手
に
喰
ら
い
つ
[

く
様
子
は
一
人
前
の
剣
士
の
姿
で
i

あ
っ
た
。
団
体
戦
で
は
昨
年
中
学
[

生
団
体
の
部
で
男
女
と
も
に
優
勝
一

し
た
城
山
中
学
校
が
今
年
も
強
さ
i

を
見
せ
、
男
子
は
準
優
勝
、
女
子
は
一

見
事
に
優
勝
し
連
覇
を
果
た
し
た
。
一

平
成
二
｀
十
六
年

春
季
奉
納

阿
部
凌
真
（
玄
辰
館
）

あ
さ
か

松
井
愛
咲
香
（
城
山
中
）

井大清宮元山
上和原川兼本

み
ら
い

未
来
（
自
由
ヶ
丘
）

さ
ゆ
き
沙
幸
（
河
東
）

み
の
る

海
流
（
東
部
）

凛
（
玄
辰
館
）

凌
太
（
河
東
）

夏
実
（
河
東
西
）

に
炉

【
小
学
生
】

1
年
生

2

年
生

3
年
生

4
年
生

5

年
生

6
年
生

【
中
学
生
】

男
子

女
子

試
合
結
果
（
優
勝
）
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去
る
四
月
十
三
・
十
四
日
の
両
こ
津
宮
逢
拝
所
と
中
津
宮
本
殿
に
於
二
立
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏

日
、
筑
前
大
島
に
於
い
て
沖
津
宮
・
一
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
丁
上
。
次
に
島
内
の
氏
子
を
代
表
し
、

中
津
宮
の
春
季
大
祭
が
盛
大
且
つ
一
翌
十
四
日
、
春
う
ら
ら
か
な
晴
二
奉
幣
使
と
し
て
古
賀
達
也
氏
が
奉

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
二
大
の
中
、
午
前
八
時
半
よ
り
宮
崎
二
吊
詞
を
奏
上
さ
れ
、
続
い
て
巫
女

十
三
日
午
後
三
時
、
翌
日
の
大
二
区
の
厳
島
神
社
で
、
同
九
時
半
よ

□
か
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
を
奉
奏
し
、

祭
に
先
立
ち
地
主
祭
を
斎
行
。
同

□
り
は
大
島
最
高
峰
の
御
嶽
山
々
頂
：
各
々
玉
串
拝
礼
を
行
い
祭
典
は
滞

五
時
沖
・
中
両
宮
の
宵
宮
祭
が
沖
一
に
鎮
座
す
る
摂
社
御
嶽
神
社
に
て
ニ
リ
無
く
終
了
し
た
。
祭
典
後
に
は
、

一
春
祭
が
執
り
行
わ
こ
ヰ
間
献
魚
・
献
品
者
に
対
し
て
感

れ
た
。
同
九
時
よ
二
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

1
り
は
島
の
北
側
に
一
午
後
一
時
半
よ
り
恒
例
の
神
賑

位
置
す
る
沖
津
宮
二
付
事
、
大
島
小
学
校
生
徒
に
よ
る

遥
拝
所
に
て
、
沖
二
＇
奉
納
子
供
相
撲
大
会
」
が
開
催
さ

津
宮
春
季
大
祭
が
[
れ
ヽ
本
年
は
大
島
の
保
育
所
の
子

斎
行
さ
れ
、
遥
か
に
：
供
達
十
一
名
の
特
別
参
加
も
あ
り
、

沖
津
宮
を
拝
し
、
こ
現
内
に
は
例
年
以
上
の
大
き
な
歓

巫
女
に
よ
る
浦
安
一
声
が
響
き
渡
り
、
和
や
か
な
雰
囲

の
舞
が
奉
奏
さ
れ
こ
気
の
中
に
沖
・
中
両
宮
春
季
大
祭

た
。

□
ほ
幕
を
閉
じ
た
。
大
祭
が
終
わ
る

午
前
十
一
時
、
丁
と
田
植
え
や
巻
網
漁
が
始
ま
り
、

氏
子
・
崇
敬
者
を
二
島
内
は
慌
し
く
な
る
。

始
め
、
島
内
外
の
一
尚
、
大
祭
準
備
に
連
日
御
奉
仕

参
拝
者
多
数
参
列
二
唄
き
ま
し
た
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会

の
も
と
、
中
津
宮
二
会
長
1
1沖
西
敏
明
氏
）
、
同
敬
神

春
季
大
祭
が
斎
行
こ
婦
人
部
（
部
長

1
1

河
辺
恒
子
氏
）
、

さ
れ
、
高
向
宮
司
二
同
翼
賛
会
（
会
長
1
1

遠
藤
三
保
氏
）

が
国
家
・
皇
室
の
二
り
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し

弥
栄
と
大
漁
満
足
二
上
げ
ま
す
。

沖
津
宮
・
中
津
宮
春
季
大
祭
斎
行

S

筑
前
大
島
で
、
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
を
祈
念
S

「
宗
像
宮
」

松
口
月
城

三
神
鎮
座
す
宗
像
宮

天
孫
を
擁
護
し
て
仁
徳
崇
し

喪
神
武
皇
談
之
に
依
っ
て
就
る

奉
＿
肇
国
の
大
業
之
の
中
に
成
る

の[
で
筑
紫
之
山
玄
海
之
海

殿添
ー
山
一
水
皇
風
を
仰
ぐ

= 
四
月
五
日
（
土
）
、
生
憎
の
雨
模
了
内
に
朗
々
と
響
き
渡
る
と
、
多
く

様
と
な
る
も
、
春
季
恒
例
の
神
賑

□の
参
拝
者
が
そ
の
美
声
に
聴
き
入

行
事
で
あ
る
奉
納
吟
詠
大
会
（
主
ニ
り
暫
し
足
を
止
め
深
い
感
銘
を
受

催
・
鶴
洲
流
、
宗
家
・
河
野
鶴
整
）
i
け
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
昭
一
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と

和
五
十
一
年
よ
り
奉
納
さ
れ
て
お
]
移
動
し
式
典
が
開
会
さ
れ
、
会
員

り
、
今
年
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
：
各
々
が
順
次
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の

る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
喉
で
吟
詠
を
披
露
さ
れ
た
。
午
後

午
前
十
一
時
三
十
分
、
当
大
社
二
四
時
に
は
当
大
社
に
お
け
る
日
程

仮
本
殿
に
お
い
て
会
員
六
十
二
名
二
り
全
て
を
終
え
て
、
一
同
バ
ス
に
て

が
参
集
し
、
正
式

d

直
会
会
場
へ
と
移
動
し
た
。

参
拝
並
び
に
奉
納
？

吟
が
行
わ
れ
た
。

奉
納
吟
で
は
国

民
道
祖
神
の
大
神

に
、
松
口
月
城
先

生
奉
納
の
「
宗
像

宮
」
を
宗
嗣
・
河
野

声
洲
氏
が
献
吟
、

満
開
の
桜
の
中
境

春
季
奉
納

吟
詠
大
会
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通
じ
四
季
折
々
の

花
を
楽
し
め
る

名
所
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。

去
る
四
月
六
日
、
鎮
国
寺
「
花
二
諸
仏
菩
薩
に
祈
願
し
た
と
こ
の
「
花
ま
つ

ま
つ
り
」
の
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
こ
J
ろ
無
事
入
唐
を
果
た
し
り
」
は
、
桜
・
ツ
ツ

た
。
丁
た
。
帰
朝
後
、
弘
法
大
師
ジ
・
し
ゃ
く
な
げ

鎮
国
寺
の
創
建
は
古
く
、
弘
法
こ
ほ
神
恩
感
謝
の
意
を
込
等
の
花
々
が
見
ご

大
師
空
海
が
遣
唐
使
船
で
大
陸
に

□
め
、
先
ず
宗
像
大
社
へ
参
ろ
を
迎
え
る
、
三

向
う
途
中
、
海
上
で
大
暴
風
雨
に
]
件
し
た
。
そ
の
折
、
屏
風
月
下
旬
よ
り
約

遭
遇
し
た
。
こ
の
危
難
を
救
わ
ん
i
山
に
瑞
雲
が
棚
引
く
の
を
一
ヶ
月
間
、
宗
像

と
、
大
師
は
こ
の
海
北
道
中
の
守
二
日
に
し
、
こ
の
山
の
岩
窟
観
光
協
会
主
催

護
神
た
る
宗
像
大
神
を
は
じ
め
‘
]
に
お
い
て
修
行
を
始
め
た
に
よ
り
開
催
さ
れ

-
l
Y

と
こ
ろ
、
「
こ
の
地
こ
て
い
る
。
こ
の
稚

そ
は
鎮
護
国
家
の
根
児
行
列
も
観
光

本
道
場
た
る
べ
き
霊
協
会
の
企
画
に
よ

地
」
と
の
お
告
げ
を
受
け
、
こ
：
り
、
子
供
達
に
両
社
寺
を
身
近
に

こ
に
一
宇
の
寺
を
建
立
し
た
と
二
感
じ
て
ほ
し
い
と
、
花
ま
つ
り
の
期

伝
え
る
。
そ
の
後
、
当
大
社
の
」
間
中
で
、
お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝

神
宮
寺
と
し
て
栄
え
た
名
刹
一
う
法
会
の
「
仏
生
会
」
「
灌
仏
会
」

古
寺
で
あ
る
。
近
年
は
一
年
を
二
寺
と
呼
ば
れ
る
、
四
月
八
日
に
近
い

i
l
i
！
二
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

. 
＼
t
"
t
[
当
日
、
春
め
く
青
空
の
下
、
稚

r
t
1
 一

ふ
こ
児
装
束
を
装
っ
た
子
供
達
約

Fｷ 

二
―
四
0
名
は
午
前
十
時
、
宗
像
大

}

-児
二
社
仮
本
殿
に
て
お
祓
い
を
受
け
、

[]~ 

稚
5
~

皐
大
社
氏
子
青
年
会
・
ボ
ー
イ
ス
カ

琴
ゥ
ト
の
誘
導
・
警
護
に
よ
り
、
総
勢

認
一
約
三0
0人
の
大
行
列
を
組
み
、

殿
i
鎮
国
寺
ま
で
の
約
一
キ
ロ
の
道
の
り

畔
一
一
を
歩
い
た
。

鎮
国
ギ
疇
「
花
ま
つ
り
」

宗
像
大
社
か
ら
鎮
国
寺
へ
、
稚
児
行
列
が
進
む

・ロ』 n=•

｀．／ー·, -`‘、 ,• .呵｀·.'·、●,•叫ふ—;;

付で、神職2名が新たに奉職致しましたのでぶこ｀紹介
月日③出身④経歴（学歴） ⑤特技（趣昧） ．ふ． .• '~ 

食べ物 ⑦嫌いな食べ物 ⑧尊敬する人物 ⑨奉職理由 ⑩抱負 ＜ろかみ なおとよ

ふ疇•し―：＇①黒神直豊
追凪誠礼べ．、三．、］ •一 ②平成4年］月 16 日（22
②昭和58年2月 28 日 (31 歳）.. ~、 ③山口県周南市 、
③宗像市深田 ' 入 ：、 一ー 、 ④山口県立徳山高等学校
④県立光陵嵩校らでコし［ つ← ！國學院大學神道文化学部
福岡大学 経済学部経済学科 : 、そ： 神道文化学科
國學院大學神道学専攻科 i ̀ < 彎号蒻声‘琴学
太宰府天満宮奉職 (6年間） l F'"" ¥"/ ,, f'ｷ ンはピッ
⑤野球・ゴルフ 一、、"':ル • i ⑥パスタ
⑥肉・寿司 よs双．、 9,名詞 \ ⑦きのこ
⑦ブロッゴリー？汐笞ぷ＼t i 1 '⑧吉田松陰 I
⑧豊臣秀吉 J町，ー→マJ亀 .— : ⑨社家（遠石八幡宮）に生れ、長男として跡を継ぐため 1

岡大学卒業後、＾ご縁いただき、 25歳まで育った地元の i 神職を志しました。また、実家の神社でも宗像三女
宗像に少しでも恩返し出来ればと思い奉職を希望しまT i,ヤ｀をお祀りし、出光徳山製油所内に鎮座する宗像神社
りた。 J .. ` :; お祭りも祖父や父がご奉仕していることもあり、奉．

｝げ⑩太宰府天満宮でご指導し、＼ただいたことを肝に銘じ、より・(;,.. を希望しましだ。 4
, 言一層、、神明奉仕に励みJ氏子地域の皆様方と共に、宗像大 i ⑩―づ一つ学び、神職として、また人としても成長し、
り…―た宗像市の発展に努めてまいりますのスで、ご指導ご、： 店張うて実家に帰れるように頑張りますので、

の程よろししくお願い申し上げます。噌 、·↓ ‘ 贅：r よろ9し·5お願いいたしま
←・ ｀ー・‘――` •; •一，苔ヽ→ヽ．ー、コ、，• \~し ．・．,.- --=,;. -̀P 、:..
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神 宝本元席チ P 変
を参館殿環しヤ C 動三
感拝な 境た？ C に月
じ後ど高省中負凧関ニ

] [ [ [ [ ］皇 9: ] 
ど：とこ官衆社芦儡国
合焚。［ ：胃畠［ば甕

9 i ::] ,、` s:" 仮 : : l:  : 候門、、議丸乏生気

交翌酋羮官麿神［最晶魯去こ繁齋虹~ -•~”•— ー一 日ら、氏を残
そ冒言翡閃塁料ょ冒門靡門腐璽変五 ’芯下記ー一 夏;!ff
ぉ観自沖て歓至〗乍際て一旦義だ誓しど 社旦なさ程
昇にのノき談着と環環人には ぅと「ここは大いに神を感じる場所だ」のースつ ‘ 

t：只目愚竺［ ［与↑眉喜屠： ：言ぃつ前ののに道門［亥；腐
西靡睾翌ば虐、賢冬駕禽閏 9 ：西詞; ii貸塁： g晶且f ［蒻
深神場吐がまた籠 K 内［三 1 ま、界義環十三像羹色t化 庸
く道にゃ長ず。ーロ外る＋ のすにを境人年市館海ドも 仰
聞の残、年高 のうょ、日 言自変行にを生内一のよか に

I
P
C
C
議
長

ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
パ
チ
ャ
ウ
リ
氏
参
拝

宗
像
に
訪
問
す
る
二
週
間
前
か
ら
出
張

が
続
き
、
疲
労
が
残
る
中
、
三
月
二
十
二
日

夜
、
宗
像
に
到
着
。
ホ
テ
ル
で
す
ぐ
に
睡
眠

と
休
息
を
と
っ
た
が
、
暗
闇
の
中
で
不
思
議

な
美
し
い
輝
き
を
放
つ
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
＝

そ
し
て
翌
朝
、
海
辺
に
横
た
わ
る
松
林
が

広
大
な
海
に
溶
け
込
ん
で
い
る
風
景
に
心
打

た
れ
、
宗
像
大
社
に
崇
高
な
る
喜
び
と
心
の

中
か
ら
湧
き
で
る
平
安
を
覚
え
つ
つ
、
厳
か

な
気
持
ち
で
祈
り
を
捧
げ
た
。
三

こ
こ
は
日
本
人
の
魂
を
こ
の
世
の
永
遠
の

命
の
源
で
あ
る
天
照
大
御
神
に
結
び
つ
け
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
娘
の
三
女
神
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
遥
か
彼
方
の
宗
像
の

聖
地
、
沖
ノ
島
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
こ
の
世
の
全
て
の
宗
教
の
神
の
存
在

を
信
じ
る
が
、
神
道
の
自
然
へ
の
深
い
畏
敬

の
念
は
精
神
を
特
別
に
高
揚
さ
せ
る
と
と

も
に
、
世
界
は
自
然
を
崇
拝
す
る
価
値
観
を

持
つ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
＝

今
回
の
宗
像
訪
問
は
私
の
人
生
の
心
の

道
し
る
べ
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
再
び
＿

宗
像
の
地
を
訪
ね
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み
―

に
し
て
い
る
。
要
約
・
文
責
宗
像
大
社

r

L

 

一
宗
像
の
地
を
訪
れ
て

ラ
ジ
ェ
ラ
・
パ
チ
ャ
ウ
リ

,1 

-==--·―----------―-＿＿一ーヨ

ひ
ら
くュ

、
一

営
n

⑥

」
二
ニ

l
lt
,
g

塗
装
の
口

掻
き
落
し
完
了

三
月
末
に
既
存
塗
装
（
漆
塗
・
丹
塗
・
胡
粉
塗
）
の

掻
き
落
し
が
完
了
し
、
四
月
か
ら
は
塗
装
の
下
地
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
掻
き
落
し
が
済

ん
だ
本
殿
一
部
分
を
掲
載
致
し
ま
す
。
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五
0
0
、

0
0
0
円

宗
像
市宗

像
タ
ク
シ
ー
部
会

三
0
0
、

0
0
0
円

宗
像
市
宗
像
祖
霊
社

1
0
0
、

0
0
0
円

福
津
市
神
武
神
社

宗
像
市
壼
岐
貞
実

1
1

井
上
征
夫
・
隆
祐

1
1

承
福
寺

三
0
、

0
0
0
円

伊
勢
市
葦
津
健
次
郎

太
宰
府
市
井
上
陽
介

二
0
、

0
0
0
円

福
津
市
宗
像
囲
碁
連
盟

1
0、
0
0
0
円

茨
木
市
占
部
博

北
九
州
市
藤
井
和
美

世
田
谷
区
長
井
浩

福
岡
市
吉
岡
武
子

福
津
市
井
上
重
信

（
株
）
井
上
建
設

五
、0
0
0
円

浅
口
市

岩
出
市

小
郡
市

北
九
州
市

江
東
区

下
関
市

太
宰
府
市

畑
田
天
慎
如

黒
山
哲
禰

井
上
美
枝
子

池
内
英
雄

齊
藤
秀
一

平
本
裕
美
子

中
村
茂
央

ー
玉
野
市
豊
田
昌
司

ー
鳥
栖
市
執
行
大
介

―
（
有
）
執
行
チ
ッ
プ
ス
工
業

一
富
山
市
北
岡
好
夫

ー
長
崎
市
西
原
香
希

＿
廿
日
市
市
松
原
ひ
さ
み

―
福
岡
市
塩
満
剛

一
藤
枝
市
石
村
陽
二

一
宗
像
市
棚
橋
英
治

一
八
女
市
小
森
田
華
子

一
三
、
0
0
0
円

一
北
九
州
市
藤
田
勉

一
志
免
町
井
原
絹
江

i
福
岡
市
仲
野
和
浩

-
1
1

田
中
義
典

ー
（
有
）
共
伸
マ
テ
リ
ア
ル

＿
二
、
0
0
0
円

一
岩
国
市
河
村
純
治

ー
大
田
区
一
糸
恭
良

ー
小
城
市
大
坪
桂
子

―
京
都
市
児
玉
卓
也

―
熊
本
市
小
森
田
和
子

-
1
1

小
森
田
章
子

-
1
1

小
森
田
階
子

-
1
1

小
森
田
俊
彦

1
1

大
橋
工

一
呉
市
豊
田
仁
司

ー
さ
い
た
ま
市
荒
木
貴
史

―
高
梁
市
藤
森
久
嗣

―
練
馬
区
柴
崎
由
紀

一
広
島
市
上
中
圭
子

ー
福
岡
市
岩
下
千
代
美

一
宗
像
市
橋
本
拓
弥

一
柳
川
市
山
田
茂

岡岡岡大大及江占岩祝入入入入入入入今井井伊井市市一石石石石石石石井荒安安阿宗
田田田森川川藤部瀬原江江江江江江江井上上藤手津津木橋橋橋橋橋谷谷浦牧部部部像

カ百 は市
光寅正正廣忠友オ政光靖博太 英 睦幸憲重尚重英貞泰守 健欣春る潤茂昌淳和
晴彦道美海徳善ル敏子子文郎寿勤男勇男生司昭三義治徳丸生強司也喜み也光博司代

七七七重佐権権権権権権権権権権権権権権権権小栗久木北北川亀神神鎌構加片小奥岡
田田田松藤田田田田田田田田田田田田田田田田林原野村野野平田谷谷瀬木藤桐田宮本

キ ヒ美千
勝和明米和芳要政政正文久典直公ク勝一和和朱貞文 民隆堅憲 サ智洋泰武千代種正
雅男美生雄博一美晴和夫義子義ーヨ昭良美枝美和明緑代ーー一泉ヨ光介代俊代美男義

二西新縄縄縄中中中永長刀綱田田田田立竹高高白白白白下四篠篠篠篠篠品品七七七七
村山山田田田山山村冨嶋根脇中中中中山本田瀬石石石石川方原原原原崎川川田田田田
久 登美恵 百チき堂 美
米末末利武弘良美忠恒智孝美充輝 保親合政エ 進正み玲義和万道嘉泰勝津 安政千
男廣弘男國一子男彦哉子生子人雄勉政志子和子貴治治子司男久人利久仁昭男洋男一里

- - - - - - --

本村村村宗宮的松松松松松松藤藤藤廣広広広広広廣原原早早林花花花花花花花花服野
山田田川岡崎場元本本尾尾尾本元原橋橋橋橋橋橋田口 野田 田田田田田田田田部中

百 ユ久マ
勝和一京輝隆重々静一雅 昭雅清 幸キ 久敏朴［節 一久義ツ雄安虎暢新信繁公健常
則希正子之志則子子幸善寛平広隆実年エ守生子夫子貢興生彦子一輝生弘幸義夫夫一世

今井井井井井猪井井伊伊石石石池飯有安安青福 和和和吉吉吉吉吉吉横大山山山安安安八森盛
林原原原原原口上上藤藤津王王末笹吉部部谷津 田田田村武武田田田山和下路路永永永木塚崎
マヨ丸丸市 あ
ス泰文清厚 シ 正忠忠芳英貴賢重國義 博庄慶廣政七虎達慎泰芳芳員健や泰哲
子子雄之濶子剛子進信明美房徳充一惇己廣一 人八典子宏和洋毅也二博治樹寛郎昭彦子至朗

---------------------------------------------------------------------------

倉倉倉倉倉楠木城城城城城城城城城城北川片片片片折小小小尾小小沖岡岡大大大江占梅岩岩今
冗冗冗田田田原野野野野野野野野野戸崎端岡岡岡岡目山山山野田田 田 野嶋嶋藤部原坪坪丸

津己才 金 サとク
主 健正孝和多祐規正忠節鈴智勲 武信俊久徳恒辰治裕博勝冴史邦国繁敦正晴ヨ 尚仁みニ
税進夫彦文正子治夫治夫代子男子昭文一幸実子行志郎也敏昭子典彦弘孝子夫彦子久教士ぇコ潰
-------------------------------------------------------------------------

白野浪中中中中中中中豊友鶴釣釣塚田竹高末柴塩佐齋駒古古古高高上毛莱桑栞莱莱莱莱倉倉倉
楽間崎村村村村村川垣村松崎崎崎元畑内田永田川藤藤井賀賀賀橋場妻井野野野野野野野元元元
口斗 満 モ 勇ア

光建鮮南敏辰 明輿 義修寿庸正幹和俊藤和治モ史和茂芳正豊清喜サ正一塁安真敏岳健亮敏虎
春次一雄江夫正人吉譲信一彦ー文子義則乃広道ヨ教行樹秋明昭隆男子就彦号隆光恭利児兒徳走

---------------------------------------------------------------------------

和和脇脇脇脇脇脇吉吉吉吉吉吉吉山安宮道溝水水水水水松松松松松増堀古船藤藤藤広廣広久速
田田野野野野野野田田田田田田田中高崎脇上上上上上上本本田尾尾田内道越村田田渡渡渡岡水
美多

正武代三守文久和泰雄 博哲辰浩恵光章忠秀 昌博春淳隆ル浩智紀 凡 重松久キ征輝篤 清
代利子生幸好美幸幸兒恵行春美一美将一宏子洋志邦樹一治子昭昭生武史昇利江信子也繁子悟輝
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:
t
級
の
鋼
鉄
艦
四
艦
を

：
従
え
て
、
巨
大
な
艦
姿

こ
に
日
本
中
が
驚
愕
し
戦

i
い
た
。
そ
れ
に
二
巨
艦

二
り
姿
で
あ
る
。
第
一
砲

こ
培
は
艦
首
の
最
先
端

ノ
ッ
ト

太
宰
府
天
満
宮
の
近
く
に
あ
る
二
奥
が
光
明
禅
寺
、
左
手
が
心
字
池
、
丁
十
四
・
五
K
T

、
三
十
・
五
e
m
砲
四
ご
尺
艦
首
の
側
面
に
は

て
い
え
ん
か
ん

「
天
遠
館
」
（
太
宰
府
市
太
宰
二
丁
丁
太
鼓
橋
を
渡
っ
て
天
満
宮
に
い
た
」
門
、
艦
体
中
央
や
前
部
に
配
置
。
二
龍
の
彫
刻
装
飾
を
ほ
ど

目
七
番
三
九
号
）
を
ご
存
知
で
あ
：
る
。
光
明
禅
寺
側
の
参
道
の
右
手
二
同
型
艦
は
鎮
遠
。
大
事
な
機
関
部
、
一
こ
し
二
本
の
マ
ス
ト
、

ろ
う
か
。
太
宰
府
駅
を
降
り
て
参
口
に
土
塀
で
囲
ま
れ
た
一
画
が
あ
り
二
弾
薬
庫
に
は
、
分
厚
い
三
十
六
叩
~

□
一
本
の
煙
突
、
艦
首
の

道
の
突
当
り
、
正
面
に
五
卿
ゆ
か
二
白
門
、
赤
く
錆
び
た
鉄
扉
に
は
数
ヶ
ニ
―
十
六
c
m
の
鋼
鉄
で
覆
わ
れ
、
無
比
ニ
卜
に
は
、
す
る
ど
く

り
の
延
寿
王
院
が
あ
る
。
右
手
の
二
所
の
破
れ
穴
、
リ
ベ
ッ
ト
（
鉄
接
手
口
の
強
艦
と
称
さ
れ
て
い
た
。
一
尖
っ
た
触
角
（
ラ
ム
）
が

が
あ
る
。
太
宰
府
は
多
く
の
参
拝
一
こ
の
水
師
提
督
（
指
令
長
官
）
が
ニ
ノ
け
ら
れ
、
そ
れ
で
当
た
っ
て
相
手
：
衛
海
戦
で
証
明
さ
れ
た
。
親
善
訪

~
て
い
じ
よ
し
ょ
う

客
や
観
光
客
で
賑
わ
う
が
、
こ
の
二
J
汝
昌
で
旗
艦
定
遠
に
座
乗
、
北
二
り
艦
を
撃
破
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
問
と
称
し
な
が
ら
清
国
水
兵
の
質

鉄
扉
に
気
付
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い

□洋
水
師
の
全
指
揮
を
と
っ
て
い
た
0
i
日
本
訪
問
の
表
面
上
の
理
由
は
二
り
悪
さ
は
、
長
崎
で
起
っ
た
「
支
那

な
い
。
こ
の
破
れ
鉄
扉
こ
そ
が
、
今
：
北
洋
水
師
は
日
本
に
二
度
に
わ
た
っ
一
親
善
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
桐
喝
、
威
了
水
兵
暴
行
事
件
」
（
長
崎
事
件
）
に

か
ら
―
二
0
年
前
の
日
清
戦
争
時
二
J
親
善
訪
問
を
し
た
。
明
治
十
九
二
比
訪
問
を
目
的
と
し
て
い
た
。
日
ニ
ノ
き
る
で
あ
ろ
う
。

て
し

の
清
国
北
洋
水
師
（
艦
隊
）
旗
艦
定
一
年
(
-
八
八
六
）
と
明
治
二
十
四
年
丁
本
を
弱
小
国
と
見
綸
り
、
清
国
と
一
明
治
十
九
年
八
月
十
三
日
長
崎

え
ん遠

の
艦
材
で
造
ら
れ
た
門
扉
で
あ
ニ
―
八
九
一
）
で
長
崎
と
横
浜
で
あ
口
の
、
間
に
朝
鮮
問
題
が
あ
り
、
東
シ
ご
に
上
陸
し
た
清
国
水
兵
五
名
が
貸

る
。
：
る
。
定
遠
と
鎮
遠
の
巨
艦
と
二
千
丁
ナ
海
の
制
海
権
が
あ
っ
て
日
本
に
二
座
敷
で
乱
暴
を
働
き
、
清
国
水
兵

定
遠
は
当
時
の
東
圧
力
を
か
け
る
た
め
―
一
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
十
五
日
に

ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
最
強
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
ド
こ
は
清
国
水
兵
約
三

0
0

名
が
、

最
大
の
鋼
鉄
砲
塔
艦
イ
ツ
か
ら
最
強
艦
を
ニ
―
十
名
ー
三
十
名
ず
つ
組
を
な
く

（
戦
艦
）
で
あ
た
。
定
購
入
し
そ
れ
を
見
せ
了
し
て
上
陸
し
長
崎
の
警
察
署
数
ヶ

遠
の
要
目
を
紹
介
す
び
ら
か
し
て
圧
力
を
二
所
を
襲
撃
、
日
本
側
に
死
者
二
名

る
と
、
明
治
十
五
年
か
け
よ
う
と
し
た
も
：
負
傷
者
二
十
九
名
、
清
国
側
に
死

（
一
八
八
二
）
ド
イ
ツ
・
の
で
、
艦
の
操
作
、
海
こ
者
五
名
、
負
傷
者
四
十
六
名
が
出

フ
ル
カ
ン
造
船
所
で
軍
（
水
兵
）
達
の
教
育

□ゃ
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
親
善
に

建
造
さ
れ
た
。
排
水
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
一
き
て
乱
暴
狼
籍
を
働
く
と
は
前
代

量
七
、
四
三
0
t
、
全
こ
の
事
は
日
清
戦
争
二
木
聞
で
あ
る
。
日
本
国
民
は
激
怒

長
九
十
―

m
、
速
度
の
黄
海
海
戦
、
威
海
：
し
た
。

ゞ
·
·
ー
、

`
-
ｷ
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い
し
い
た
だ
し
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一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

]
ラ
ジ
オ
か
ら
「
君
と
い
つ
ま
で
も
」
流
れ
き
て
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ
髪
く
ろ
く
な
る

[
―
バ
曲
の
流
行
っ
た
当
時
に
気
持
ち
の
戻
る
作
者
。
四
・
五
旬
で
は
黒

i
"
髪
に
戻
る
よ
う
だ
と
表
現
し
て
は
。

i
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一
淡
雲
の
溶
け
た
る
庭
に
百
舌
の
来
て
囁
く
ご
と
く
囀
り
始
む

蔵
開
き
か
や
葺
き
屋
根
を
く
ぐ
り
抜
け
バ
ッ
カ
ス
招
く
匂
ふ
酵
母
よ
[
]
]
百
舌
は
高
鳴
き
も
す
る
が
、
多
彩
な
声
の
持
ち
主
。
結
句
で
百

□
心
が
浮
き
立
つ
よ
う
な
蔵
開
き
。
酵
母
の
匂
い
の
具
体
が
良
い
。
結
句
は
〈
ー
酵
母
が
〉
に

0
i
戸
舌
の
声
を
可
愛
く
思
っ
て
い
る
と
分
か
る
。

i
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

一
落
日
の
輪
は
赤
赤
と
か
が
や
き
て
下
部
よ
り
海
に
溶
け
始
め
た
り

片
耳
に
ピ
ア
ス
の
青
年
井
戸
を
掘
る
パ
イ
プ
埋
め
て
通
水
始
む
：l
~
丁
寧
な
描
写
で
詠
ま
れ
、
夕
陽
が
目
に
見
え
る
よ
う
。
結
句
の

描
写
が
丁
寧
。
上
の
句
・
下
の
句
を
入
れ
か
え
〈
パ
イ
プ
埋
め
通
水
始
め
る

~
u

阿
戸
掘
り
の
青
年
の
耳
に
ピ
ア
ス
が
光
る
〉
と
、
ピ
ア
ス
を
強
調
し
て
み
た
。
二

1
表
現
に
作
者
の
個
性
が
見
え
る
。

i
宗
像
市
池
田
森
龍
子

i
金
物
の
梯
子
は
納
屋
に
掛
り
し
ま
ま
幾
春
過
ぎ
ん
梅
は
満
開

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

~
使
わ
れ
ぬ
梯
子
を
使
っ
て
い
た
人
や
場
に
、
想
像
が
ふ
く
ら
む
。

曲
水
の
庭
に
流
る
る
ひ
ら
が
な
の
大
和
こ
と
ば
に
は
な
ゆ
る
る
ら
ん
~

曲
水
の
宴
の
歌
を
大
和
こ
と
ば
と
思
っ
た
感
性
は
魅
力
的
だ
が
i

'
d

げ
こ
か
に
、
〈
歌
〉
の
一
語
が
欲
し
い
。
二
作
者
の
思
い
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
。

一
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
一
生
き
て
お
れ
ば
百
三
オ
の
友
が
く
れ
し
木
に
ろ
う
梅
の
花
が
咲
き
た
り

確
定
申
告
会
場
に
妻
に
手
を
引
か
れ
来
り
た
り
久
し
振
り
な
り
こ
の
緊
張
感
[
1蝋
梅
の
花
に
、
亡
き
友
を
思
う
作
者
。
四
句
〈
蝋
梅
の
木
に
〉
と

蘊
定
申
告
に
来
て
、
久
し
ぶ
り
の
事
務
手
続
に
緊
張
し
高
揚
す
二
い
す
る
と
言
葉
の
流
れ
が
良
く
な
る
。

□
る
作
者
か
。
二
句
か
ら
作
者
の
体
調
も
わ
か
る
。
．
福
津
市
花
見
が
浜
追
藤
純
一

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
i
平
安
の
光
源
氏
は
吾
と
同
じ
卒
都
婆
小
町
に
歌
い
い
る
ら
し

長
か
り
し
昭
和
と
思
ふ
施
設
に
来
て
要
介
護
の
文
字
カ
ル
テ
に
書
き
つ
つ
~
り
＇
時
代
を
越
え
、
老
い
の
無
漸
を
考
え
る
時
が
誰
に
で
も
あ
る
と

要
介
護
に
な
っ
た
自
身
を
思
い
、
若
か
っ
た
昭
和
の
日
々
の
出
二
し
言
い
た
い
作
者
か
。
「
卒
塔
婆
小
町
」
の
成
立
年
代
は
南
北
朝
時
代
。

戸
来
事
を
思
い
反
し
懐
か
し
む
作
者
°
]
◆
選
者
詠

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
い
つ
ま
で
も
口
に
の
こ
れ
る
山
椒
の
香
に
締
ま
り
ゆ
く
晩
春
の
身
は

を
ち
こ
ち
の
桜
だ
よ
り
を
聞
く
日
々
に
こ
の
神
苑
は
樟
の
み
の
森
一
老
い
母
の
介
護
者
会
議
に
出
席
し
労
わ
ら
れ
を
り
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
わ
れ

コ
神
苑
の
厳
か
な
雰
囲
気
が
よ
く
出
て
い
る
、
作
者
は
花
が
無
い
[

ー
こ
と
を
寂
し
く
思
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
~

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

形
よ
き
白
雲
流
れ
て
大
空
の
あ
す
は
ひ
ひ
な
か
里
暮
れ
ゆ
く
[

＿
気
分
の
良
い
春
の
夕
暮
れ
の
景
。
四
句
は
雛
祭
の
こ
と
と
思
う
一

r-
が
漢
字
表
記
に
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。

年

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句0

ロ

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

春
来
て
や
小
川
に
ふ
な
の
郡
を
見
る

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

山
茶
花
の
落
ち
て
地
蔵
の
よ
だ
れ
掛
け

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

春
寒
や
甘
酒
を
飲
む
タ
ベ
か
な

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

祭
宮
宮
~
宮

宮
）
~
浜
月
~
津
~

三
日
i
湊
互
沖
~

第
U
)

印
i
神
旦

．
祭
，
~
市
紅
]
島
i

宮
社

(
0

像
應
祭
田
]

工
詞
臼
口
祭
麟
噂
睛
嘩
大
疇
炉

祭
祭
護
祭
舞
舞
浜
於
五
於
i
地

汲
宮
像
社
安
栄
』
宮
～
年

5
港
~

高
宗
総
浦
豊
」
浜
分
二
宮
島
~

？
月
~
~
·
o

渾
大
i

月
3

～
中
~

日
隅
1

五
嘩

1
[
：
；
時
[

511~117~ 
●
前
前
百
前
前
百
前
i

ー
午
午

5

午
午
力
午
・

I
[
"

口
叶
ぃ
：

願
い
、
父
が
子
を
『
思
い
』
飾
ら
れ
る
鯉
熾
が
、
風

に
な
び
く
景
色
が
目
に
留
ま
り
ま
す
▼
先
日
大
島

ょ
f
l

に
て
、
汚
（
よ
ご
）
れ
（
ヘ
ド
ロ
の
よ
う
な
も
の
）
が

ま
と
わ
り
つ
い
た
漁
網
を
漁
師
さ
ん
に
見
せ
て
頂

い
た
の
で
す
が
、
沖
ノ
島
近
海
で
は
近
年
、
こ
の

時
期
に
海
中
で
汚
れ
が
発
生
し
、
一
ー
ニ
週
間
仕

事
（
漁
）
に
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
沖
ノ
島
周
辺
に

限
m
,
‘磯
焼
け
や
、
温
暖
化
な
ど
で
と
れ
る
魚
・

時
期
が
変
わ
っ
た
と
の
声
は
耳
に
し
ま
す
が
、
実

状
を
目
に
し
、
海
の
環
境
は
日
々
悪
化
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
マ
今
号
掲
載
の
パ

チ
ャ
ウ
リ
氏
参
拝
に
付
随
し
ま
す
が
、
五
月
末
日
、

各
界
・
各
国
の
有
識
者
が
集
い
、
地
球
の
未
来
・
環

境
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
宗
像
国
際
環
境
1
0
0人

会
議
」
が
行
わ
れ
、
当
大
社
も
参
拝
さ
れ
ま
す
竺
悪

化
の
一
途
を
辿
る
自
然
環
境
改
善
に
向
け
、
当
地

宗
像
で
行
わ
れ
る
会
議
が
未
来
に
『
思
い
j
を
つ
な

ぐ
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。
（
鈴
）
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